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路名の

調査団固長として

まえがき

蝸6?年は日本でも酉員本で水の値段カ岐上空前の高

値を呼ん花ことでもわかるようにひどい渇水年であっ

たカ童黄海を1辛慈んで同じ気団に属する大韓民国でもそ

の南西部を中心に60年に1回という寡雨～かんばつ

カミ訪ずれていたのである.光州木浦などでは100目

以上無雨期聞が続いて地表には一滴の水もなくじわ

りじわり湊みζんだ水を追って至るところで地下の水

を求めあえいだのであるが岩盤が浅くすぐに水層カミつ

きてし凄う､この国の地勢ではわたしたちの想像を絶す

るほど困っ花のである･そしてそれに近い40年に一回

のかんばつカミ続いて翌68年にほとんど同じ地域をみま

っているのである.

それまで日本の農業水利技術を土台にして築かれてい

花韓国の水利施設はかなり発達していたのであるが2

年続きのかんばつに対する新しい方法として地下水の

利用カミ提案されそれ添間髪を入れず大統領訓令となっ

ていわゆる全天候地下水利用計画ができそのための

事業団として地下水開発公社カミ1969年初頭に発足した

のである.

わたしたち大韓民国地下水調査団はこうした大韓民

国の薯庸を背景として農林部の要請に応じて全天候

地下水利用計画に地下水基本調査の線から協力援助す

るため対日陪償資金のわくの中でかつ聖人月､という

蔵鰯延男

調査規模でうけおうごととな1)地下水開発公社発足直

前の1968年王羽打ち合わせのために予察調査団カ甥地

にとび翌69年早々から契約事務の進行と平行して調

査準備にとりかかったという次第である.

まず第1に調査団長としての

こころがまえについて

地質調査所に在任中国際会議セミナｰアメジカ

旅行エチオピア調査など前後致回にわたって外国旅行

をしひとりぽっちの旅行もしたが政府派遣の調養団

の遇され方についてもだいたい知っていた,そこ紀退

官後民間コンサルタントとして仕事をし五年危らずで

国際契約による民間調査団の総括責任者にされたという

わけであったしかしわたしには重荷であったし事

実結果的にほ予想以上の苦労をしつづけたのであった

かとにかく大学の教授以外そうした黒間調査団⑳団長

の座にすわれる立場の人間カミいないところぽもって蜜て

大学教授はゲバ棒にかこまれているとなるとどζの会

社にも属さない中立の技術士あたりを団長の座にすわら

せる以外に手カミないというわけでもあったのであろう.

まずそんな次第で国際建設技術協会が本部となって

さく井会社3杜航空写真1社コンサルタント察務所

ヱそれに大学1から団員がでる混成調査団の跳φct

M登nagerということにさせられたというわけで勤る吉

そして38度線の南側先方ご指示の38地区面積にして

近代化進なソウル特棚布

鋤階鋤階の薦糧ビ紬秘織冷と建

築されているソウル特別市�
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光州布郊外点景

22互620ヘクタｰルの農地を中心にし花地下水調査のため

38名からなる戦後最大の技術調査団を編成したというわ

けである.

学衛的なものである.

3｡調査団はソウル特別市ぽソウル本部をおき全羅北

道は全州全羅南道は光州にそれぞれ調査連絡所を

設置する｡

遥｡この調査団は5月6目に結成されたあと最終時点

において報音書を韓国政府カ葦受領する扇まで継続する

ものとする.

そこでまず調査団編成にあたり次のようなお布令を

まわすことにした蜆

韓園地下水調査団の農約性格およびその行動纂漆計

顧

昭和生年5月6目

1.この調査団の目的とするものは韓国政府の要請に

基づいて韓国政府技術者と協力し全羅南北面遺に

おげるかんばつ対策の一環としての地下水源の開発

の可能性を調査することでおる苗対象地域は水利

未開発の水団地帯38地区面積にして22,000余ヘクタ'

一ルのところであるカミこれとあわせて栄山江東

津江両河川流域におけるこれら水利未開発水団の集約

して分布している範囲紀ついて地域的調査を行ない

この種調査の示範例を提供することが要請されている.

2.このためこの調査団は社団法人国際建設技術協会

によって編成され派遣されるものであ

り韓国欧府をの役務契約1載郷で実施

され審ものでは澄鋤§その潟もな蕃任

務は水袋地質学窒串写真解読物理

探餐技術地質調査浅一リング繕叡･は

水エ学な星の総合1は搬では磁紡で達成

翻碗愁のであり彩⑳成梁は将来⑳韓

国氷利闘発諦蘭紀対し璽婁な賛鰍壷蔀

ることか期待蜜れ郁鴻も⑫薦け熔沸

べからくそ⑳技溝は綴織駒科学的で

滋りその成銀⑳繍蒋は精確湯萄慧ん切

熔示窒れていなけ批ぽ漆蔭な蟻

し繍おで調養圃⑳基溝駒性格は契約

警1ζ示蜜れ郁鴫範鰯縫料･て最犬限

5.この調査団は個々の濠本人専門家がそれぞれ得意

とする技術を提供しあって目的達成に箆カするとい

う性格のものであり組織として行動を行なうに必要

な場合のほかは団長以下団員すべて平等の立場で

お互いの意見所信を開陳するものとする.

6｡調査団の編成は次のとおりとする､ただし現地に

潟ける穣冷の情勢kよって変更を余儀なくされるこ

ともありうる.

･ソウル本部渉外設営経理情報伝瀧緊急対

策

調査団参加者5名(氏名省略)

韓国側参加者2名

1全滅調査団38地区全体の視察調査を行なって総

合判断を行なうとともに空中写真の利用を通じて

水理解明のいとぐちをつくる､電気探査ボｰリン

グなどの位置選定をも行なうか一部は途中から中央

支団に移る.

調査団参加者団長ほか6名

韓国側参加者地質関係2名ほか

無籍凶麓1ζ輔鱗大学の貞滋秘み走る党州市(その人的蛎)�
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躍気操査および地下水開発指導

導しながら進めていく.

参加者支団長ほか6名

韓国側参加者探査関係五名作業員8名ほか

･中央支団おもに光州地区の示範調査のための精査を

行なう.後に全州地区に移る.

参加者支団長ほか3名

韓国側参加者地質!名探査ユ名作業貴4名ほ

か

1南部支団おもに光州以南の地区の主要地点の調査を

樋当し電気探査を行なうととも紀実際の地下水開

発にあたって北部支団と同様な技術指導をしながら

調査デｰタをとっていく.

参加者支団長ほか5名

韓国側参加者探査関係エ名作業員魯名はか

地質調査ボｰリングおよび地下水闘繁指瑠

総団長あるいは支団長の指示要請によって電気探査

B支団3名

A･B各支団の細部計画は別は定める.

9.各支団長は10目ごとに調査進行状況をソウル本

部あて別に定める用紙によって報告するものとす

る.また各調査者は周冷の調査成果をその膚のう

ちに整理しとりまとめ調査終了最終目にはっと

めて解析とりまとめを行ない地区ごとピその調

査記録あるいは所見をとりまとめること､

支団長は各専門分野の記録所見などを総捲しこ

れぽ支団長所見を加えて袋に入れ地区名を明記の上

整理しておくことが必要で彫る.これらは圃畏の指

示があるまで各支団長が責任をもって保管しておく

ものとする.

といったわけでこれに加免て次のような団員の申し合

わせ事項を配布し5月初旬開かれ花結団式の席上お

互いの聞で確認をし合ったので勝る.

韓園地下水調査圃としての筆し合わせ事項

今回(杜)国際建設技術鴇会の責任において資本

政府の経済協力資金(無償分)による韓国かんがい対

策地下水調査を契約実施するにあたり調査団および

関係者一同の申し合わせを次のように決める｡

妻ず籍五に本件はわが園ば最も近い外園におい

餐肩はじめ水濁1ご氷恥

入義

子供たち�
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て発生しがつ長期気象予報からみて近い将来にも発

生しうるであろうと思われるかん淡い対策のため韓

国所望個所の地下水開発の可能性に関してその判断

をわか国の技術経験を通じて求め答れているもので

ありその性質上書わめて緊急度の高いものである淡

当該問題専門家としてこのと慈紀こそ黒頃のうん

ちくを僚けるべきだという深い心が讃えに徹しなけれ

ばならない｡

第2に韓国農林部から要請の塗る調査対象は全

羅南北道慶尚南北道38地区22事OOOヘクタｰル以上に

達する広汎なものでありしかも韓国の習慣ぽしたが

っていつもどこでもこれ淀け仕事をしているとい

うようなことが示せるような条件が要求されるので

参加者は各自の専門分野に立って真壁かつ現実的な

考えか花で調査行動を進めていかなければならない.

すなわち慎璽であることはもとより必要であるが

岡持は割り切ってことを判断し緕果をだすことに対

して拙遠を尊ぶことカミしばしばあるものと考えてお

かなければならない.

はらうζと

イ)参加者同志お互いの足をひっぱり合うような書動を示さ

曲ごと

漂)費本入闘志の鋭判をし合細ないこと

ハ)国際信義紀もおリ騒るい縁誤解詮受けるような言動は

おく紀つつじ籔芝憂会食飲酒のあ嚢など特別注意を

までも忠実にわかりやすく説明するに止め政策批

判などには立ち入らぬこと.

こうして5月中旬ソウノレに事務本部を開設し同下

旬2隊にわかれて団員の渡航6月初めに全羅北道光

州市に一同勢ぞろいしたのである.

すでに重大な嫌悪の情を抱いているということであった白

くるまぽ乗ってChaaroCaps曲左の方にいげという

ことぱ自身がおとかめをうける｡UWar0省はいいの

だカ童左の方となると慎重に発音しないといげないらし

い.こと際どさように北の侵攻によって肉親を殺さ

れ学校や家をやかれうらみ骨ずいに徹しているをいう

人たちが圧倒的に多いのである.対外国人ならいざ釦

隻｡⑪雌3⑰⑰撒釣商きの鱗のすぐ不潔で伸び務がりてきてい墨災氷灘

鷲灘(響灘顯羅を嚇分)⑳織鍛秘護秘義謙幽滞遊葦の源蕪州

飼養地隊(燭鰍紬嚇紬る光州花筒岩の豆陵)�
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酸胸庸遺騒寧村遼の殿後地瀦

らず同胞相食むとなると所詮目本人にはわからない

相像以上の深刻さがあるように思われる｡

こうした深層心理的な含みの上にさらにことぱの上

のとまどいが少なくない.たとえば堂坦乏しべ靖

願▲レ庄いというような文書を貝本語で出すと受

けつけた韓国の地下水分社ではそれを韓團語に訳して

上司に出すわけだがこれでは訳せ征い必ずして下さ

いといういみではいけないのかと聞きただしてくる.

そしてその文書の書き直しとくるわけである｡日本語

の通じるもっとも近い外国とはいえかな込とか槌当

多いとか少ないというようなあいまいな貫本語の使用

に注文をっけられたのにはもっともと思いなカミらも

いささか当惑したのであった､

調査の星として不可欠の自動車はあらかじめ韓国

政府を通じてト司タのランドクルｰザｰ嚢合を要求し

てあっ花のであるか何分外車のしかも特織車となると

政府各省から引き合いが多過ぎるとみえて実際にわれ

われに提供されたものは5台にとどま!)しかもそれ

らは約東どおり光州に集結はしていたが蜜だ未登録

のままで光州の警察管内から外へは出てならないという

つまり仮テンパｰの蜜凄放置慈れていたというわけであ

る圭そこで登録芋つづきに2週間国有財産として番

号札をもらいにはるばるソウル市漢で往復800㎞走っ

ていってもらっセきた¢)が光州での調査も終わりに近

い五カ月員で何のことは扱いこの間遠慮しながら走っ

たりソウノレにいっている間はやといあげのタクシｰで

電気探査やボｰリングをやるといったあんばいであった.

長期ビザが大変とりにくい国で時間の関係もあって

1ヵ月のビザで全員がいった.そこで五カ月後にはそ

の延長2ヵ月員には住民登録3ヵ月目には2ヵ月の

延長分の再延長という嵐に場地から旅券を集めてソウ

ルの旅券事務所に持参処理のスピｰドアップをこん願

する｡それで蜜あ往復1週間ぐらいの間ですむがと

にかくその間各人は旅券をもたずに現地で行動してい

るということになる.警察の外事係がどこの州でも

過度なくらい親切に尾行(?)してくれるのはよいが

逆に旅券不所持ということは外国にいる限り心細い

不満蒙餐繊

塗趨ず商獲部海静物宵の平潟

洗州郊外赤壁の名で縛ばれる赤亀片渚の大岩壁

きぬた打･)音がこだ蜜して印象的�
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ことだしこの辺の出入りによる浜スは物心両面少な

からぬものがあった.

てきたのである｡

韓国側の協力者は地質採鉱ボｰリン､グ物理探

査などの大学出で終始熱心かっ積極的で彼らの鴇力

で事務的に失った多くの時間のうち何割かをとりもどす

ことカミできたのほ事実のようである｡しかし3ヵ月

ぽどしてやっと日韓協力のツニ章二式の心の通いができ

たころには調査の大半は終っておりお互い残念がっ

だというわけでζれはどこにでもある風景湖ミ引き

あげの時にはみんな和気あいあい種は屍送ってくれた

と1いうことでもって瞑すべきなのであろう､

第3に団長の仕事は技術40

渉外企画60といった振り分け

とにかく38地区が全羅南北道慶尚南北道250㎞平方

のところぽ点在しているのだからそれを見終ってから

調査計画をたてるということでそれを団員が光州市で

片状花鰯砦飽糊ごとく鵬静砧裏て破断)そろ吹緒

看破砕物からなる饅餓

地下水調査

集団研修申に終えたいと思い航空写真の班をつれて

工員簑地区の予定でまわりだしたのである､ところカミ

地区間にはポプラの並木か3～4苅おきに立っている

国道淋簸冷とっつき水田のあ晋は日本のそれより綱く

歩きにくくおまけにかんじんの井戸や水露頭カミ探し

だしにくいので1目1地区がせい苦いということにな

ってしまい38地区全部を児終るのに40余目を要してし

まったその結果調査計画をたて終鶯たときには

すでぽ調査支団は暫定計画の凄まv竃以上進んでしまって

おり急いで分水嶺ごしに変更修正の飛脚をとばしたり

かかりにくい電請にしびれを切らしなカミら地区の移動

を指示するというあんばいになった.

会社によって社風カミそれぞれにあることは当然なの

であるが団員の調査のしかたにその所属会社の社風カミ

よくあらわれるのにはいまさらながら驚かされた｡

:鴛ふだん自分らでやっている調査の仕方だとえば電気探

査ひとつにしても測点の番号のつけ方その寅その目

のをり濠とめの程度そしてレポｰトの書きかたなど

馳下水蜜�
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策そして4道に散らばって作業している調査支団との

連絡に朝晩の時間をくわれ昼間の整理をま夜中にする

といらた呉含でほとんどひ蜜のないδカ月であった｡

もっとも員本の調査団来るというわげで各地で日

本びいきの女性軍や資本を旧知の大学の先生たちの来訪

たえ嘆なくけっこう楽しい思いもできたのであ鋤茎…

導などが要求されていたのでなかなか大変な仕事であ

ったことは間違いがない.･

第4にレポｰトづくりの替労

ところで韓国政府は契約のなかで調査地区紀つい

てはむめは200余の小地区を要求していたのが調査

団の渡韓直前になって岡面積だが38の地区に変翼を求

めてきたしその上調査途牢でそのなかの逸地匿を金

く別な4地区に変更してきている.そんなことにも

団長以下関係者はわずらわされたわけであるが調査地

区個冷の水理地質的評価つ漢り採算のとれる弗戸計画

で遂0年60年頻度のかんばつがのり切れるか否かとい

う判断一のほかに調査全体を通じて将来の韓国の

地下水開発計画がいかにある試きかを示唆してほしいと

いう希望かありさらに純技衛的悠は調査地区の水理地

質図をつくること水井戸さく井ぽ関ずる直擦の技術指

したがって報告書とりまとめは王969年10月現地

調査の終了後3ヵ月以内に提出という条件なのでこの

間に各支団の実績のとり漢とめ和文原稿一部英文原

稿航空写真でよみとった地形区分図の配色製図電

気探査や栄一リング結果の図化～製図と文字通りひと

めで良否わり切ってとり入れるものはとり入れ捨て

るものは捨てるなどしなければならずしかも主報文は

英文を要求されているので全体の英訳添複雑な地塙の､

よみかた約300とともに11月12月なかば蜜で頭をな

やましたのである.とても複数の頭脳では統一してま

とめる時間的余ゆうはないので団長一任の形で一･

英文150ぺ一ジ図表約100種とも

水理地質基本図38地区38薬

電気探査測定値表150ぺ一ジ

和文報告書70ぺ肺ジ

という大部の報告書セジト200部を調製.牢末選挙を

はさんだ最悪頃)時点に印刷を行ない訳文図表そう入

などにトラブルを何回かくり返しなカミら1970年1月12

目の契約期限の4目ほど前にソウノレに持参報告書提出

にこぎつけたというわげである吉

おそらく地質調査所であればこれだけつくるのに1

年半はかかるであろう.この点民間想とyl①の時間

でもやればやれるというところに面白味も澄る｡しか

しそのかわり誤植誤訳などがその護凄残っているし

図表の割りつけも調査所の報文淋らみ批ぽ爽慧液闘き

がありはするがそこはぞ芯魏実栓会怨は調盤報審欝

は何分にもすみ締か熔鑓蝸翻協⑳湾なくで緑意瞭蜜

砕川原に薬水暗繋をつくる工繋

栄{江紀敬水してア流の木浦嚢で鐙水する氷遺泳源�
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ソ幻猿鍛淡巌商の爽拳鮒⑩滋跳i災緊㈱蛾五爽挙鰯欝館煎稽

ηぷ帯㈱糠工婁鮒遼堺爽学学録義欝鰯綴･地瀦紛類郷

議淡狩慧棚映と慧る締魯鑑識授

朱簑&巧芯となのであ私岡麟は老⑫肉薄結論

⑬をこるも蜜花割り切繊でかくがく夢んぬんお鯛霧

してかかれてい概陸太学の先生の書い鷲喝黙翼

する1誌らば調査研究を篶なはれぱほん&多の慧塗はわ

が密な収畿いうお慧漢りの結末曇同類熔な鎌で磯護

顯ては報告書の娃つかくめ意義を来りでじ蜜該の心ある｡

勅駄しかし餓欄間題秘問題芯け紀

繍容細部の取り敬いは秘であるので葱澄意願い

恕い､

な潟忍ζ紀添付し花写真は本文お防接関係匁

む紀配列して齢る､韓国の地下水葬隣陵関連

して水利科学糊O(工鰯一物は地下水調査

を窓酬忍じ花韓團の近情&題してや坤詳しく書

いて彩るので多謝砧れれば幸いである曲

(螂⑳捧婁潟罷錐制憲愁蝸礪蝦費苓エ譲絹泳協会綴

閥願際鐙殻獅1粥姦灘鶏)

これら報告讐は韓国地下氷調査団報告書をして讃亀

のビニｰノレカバ㎞のかかった鮎Yeu⑪慨没鞭倣ビになっ

て地質調査所海外室あるいは社団法人国際麓設技

術協会などに保管されているのでご覧願えれば幸いで

ミ'!〃〃!〃〃･φ“～〃〃〃〃1〃'““◆““〃〃〃〃"〃〃･違宙い〃〃〃尻κ'〃･･“6●･･〃〃舳〃〃･･6““川〃〃舳〃〃･･“““･･
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新刊紹介1

書

�

同位体地質学理博倉沢一著

月を含めた地質学で扱われる成因論進化論は各

種の測定機器ならびに分析技術の進歩にともない急･

遼紀発展してきている｡本書ではもともと地質隼

代学に用いられてきたU･Th1pb系列とRb･Sぎ

系列を中心紀近年箸しい発展をみせている同位体地

質学の姿が浮彫にされている､'

放射性源あるいは安定岡位体組成を手がかりにして

きわめてむずかしいしかも興味ある問題の解明への

光明と新しい問題の提起がなされている.この新

しい分野の解説と今後の発展のための指針となろう,

咋““〃〃〃〃〃〃〃･･仰“

鰯並地質鰯蜜蕨凝拳浬燦疑(脳｡脹禽抽燃籔鴬榊n)

をかζんで霜瀬非軍輪郎顧問澄撃脅

〃〃〃〃〃〃^毒替事川〃撫堵泌〃〃〃母唾静〃〃〃棚〃〃仙毒奪暮･･〃〃脇搬舳〃喬魯尋“`〃}榊〃〃･奪尋奪1〃〃榊/〃〃1

〔壷豪内審〕

同位体地質学への歩み/原予と同位体/原予とその

壊変/地質年令測定の一般論/ノレビジウムｰストロン

チウムによる方法/ルビジウム1スト減ンチウムの摘

出&測定/ウラ器ウムｰトリウ義一鉛による方法/鉛

とウラエウム1トリウムの描出と測定/固体試料を分

析誤差/鉛の進化とマントル/地質年令測定がら縛ら

れ花話題/火{岩のスト慎ンチウム同位体/火山岩の

船岡位体/地殻物質と同位体

A慧判
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